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少年犯罪報道に見 る 「不安」

「朝 日新聞」報道を例 にして
一

牧野 智和

1．　 は じめ に 〜 少年犯 罪 を巡 る不 安

　近年， 犯罪や 治安 を語 る キー
ワ

ー ドの ひ とつ に な っ て い る の が 「不安」 と い う感

情で あ る 。 特 に 不安が抱 か れ る対象 とな っ て い る の は 少年犯罪 で あ り， 近年行わ れ

たア ン ケ ー トか らは ， 調査 方法 や 内容 ， 時期 ， 対象 は様 々 で あ るが ， 共通 して 犯罪

へ の 不 安 の 高 ま り と， その 中心 的イメ
ージ と して 少年犯罪が ある こ と を見て 取 る こ

とが で き る 。 例 えば 2004年 7 月に 内閣府が行 っ た ， 治安 に 絞 っ た 初 め て の 公的機i関

の 調査 で あ る 「治安 に関す る世論調査 」 （n ＝ 2097）で は ， 治安 の悪化 を感 じて い る

人 は86．6％ ， こ こ 10年で 自分や身近 な人 が犯罪 に遭 うか もしれ ない と感 じ る よ うに

な っ た とい う人 は 80．2％に の ぼ っ て い た 。 また ， 近 年の 犯罪傾 向に つ い て 人 々 が 抱

くイ メ
ー ジは 「低年齢化」 （81．8％）， 「残酷化」 （66．1％）， 「動機が単純」 （58．1％）

と続い て い た 。 内閣府調査 と同様 の規模 で 行わ れ た 2004年 1 月の朝 日新聞 に お け る

調査 （n ＝ 1922）
（1｝

， ある い は数百人規模で 行わ れ た 地方 自治体 に よ る調査
（2）

で もや は

り， 同様 の 治安悪化 と低年齢化 ， 凶悪化の イ メ ー ジが 回答 の上 位 を 占めて い た 。

　 こ うした調査 結果か ら示 され て い るの は ， 人々 が 抱 く 「犯罪 を受 けるか もしれ な

い 被害」 へ の 不安で あ っ たが ， 近年少年犯罪 に まつ わ る ， これ まで に見 られ な か っ

たか た ちの 不安 も見 られ る よ うに な っ て い る 。 例 えば 2003年 に長崎で 起 こ っ た 事件

の際 に掲載 さ れ た新聞記事 （『朝 日新聞』2003．8．9．朝刊 「大人 た ち　 加害者の 親 に

な る不安 （12歳　長崎事件 と社会 ：上 ）」） に は以下 の よ うに ある 。
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　「『今度の事件 はい つ もと違 う……』。 そ ん な空気が会場 を包 んだ 。 東京都世 田谷

区で 7月末， 子 ど もの問題 に か か わ る 市民グル ープの 呼びか けで 開か れ た 『長崎

事件 トークバ トル 』。 長崎市で 4歳の 幼稚園児が殺害 され ， 12歳の少年が 補導 され

た事件 を約20人 の 大人 た ちが語 り合 っ た 。 多 くの 人が ， 『加害者 の親 に なるか もし

れ な い 不 安 』を口 に した 。 『ひ とご とで は ない
， 説明で きない 不安が ある』と小学

生の 母 。 『遊 び場 も少 な くゲーム ばか りして い て ， 育た な い もの が あ るん じゃ な い

か』小 学生 の 父親 は 『うちの 子 も， い つ 被害者 に な る か 加害者 に な るかわか らな

い
。 加害者に な っ て しま っ た ら， 親 と して ど うした らい い の か 』。 別の 母親が

， 『き

っ と 自分た ち と そ う違わ ない 育て 方 を した んだ ろ うと思 う 。 だ か ら不 安 にな る』

と言う と ， 何人 もが うなずい た 」
〔3＞

　こ の よ うな記事に 表れ て い るの は
， 犯罪の 被害に 遭 う不安 の み で はな く， 自分 の

子が加害者 に な るか もしれ な い と い う不 安で ある 。 現在 で は少年犯罪 に対 して ， 被

害 に対す る もの と加害に対 す る もの の 双 方の 不安が 抱か れ て い る と見 る こ とがで き

る 。 そ して 近年で は ，
こ う した人 々 の不 安 を背景 に して

， 「治安 が悪化 して 不安感が

強 ま っ て い るか ら ， 警察 ・自治体 ・事業者 ・住民が 協働 して 安全 ・安心 まちづ くり

を進 め な けれ ばな らない 」 （「生活 安全条例」研究会 ， 2005， p．8）と して ， 全国の 地

方 自治体で 防犯や治安活動を推進 す る条例が 制定 さ れ る よ うに な っ て い る 。

　本稿 で は ， 私た ち が少年犯罪 に つ い て 抱 く支配的な イ メ ージ に な り， ま た様々 な

条例の 制定 を推進 す る駆動力 にな っ て い る不 安 とい う感情に つ い て
， 具体的な資料

をもとに 考察 を試 み る 。 以下 ， 2 で は先行研究の 整理 を行 い
， 本稿 の 立 場お よ び課

題 に つ い て述べ る 。 3で は調査対 象 とそ の 方法 につ い て 述べ る 。 4 で は資料 を検討

し， 不安 とい う感情 が生 まれ て くる文脈 を検討す る。 5で は考察 を行 う 。

2 ．　 先行研 究の 整理

　人々 が抱 く犯罪 へ の 不安 を掘 り下 げて 検討 した知 見 は数少 な い が ， そ の ひ と つ に

河合 （2004， pp．185 −187）の知見が あ る 。 河合は少年犯罪に 話を限定 して は い ない

が ， 安全神話 の 崩壊 と犯罪不安 の 拡大 に つ い て ， 犯罪の 起 こ る 「領域」 と い う観点

か ら指摘 を行 っ て い る 。 社会変動 に よ っ て人々 の 生活 リズ ム と生活 圏が変動 し， 地

理 的に は人々 の 住む 住宅街 と犯罪が起 こ る繁華街 との境界， 時間的に は犯罪の 起 こ

らな い 昼 と犯罪の 多発する夜 とい う境界 もまた曖昧 な もの に な っ た と河合は述 べ る 。

その 結果 ， 犯罪 は 別世界で 起 きて い る と して 安全神話を信 じる人 々 と， 犯罪に 関わ
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る人々 との 間 に存在 して い た 生活圏の 境界 が曖昧 に な り， 犯罪 の 総数 と して は増加

して い な くと も薄 く広 く危険が 広が る ， 安心 で きな い 状況が 生 まれて い る とい う。

　犯罪が 起 き る領域の 境界が 曖昧 に な っ た と い う河合の 知見 は
， 少年犯 罪 とい う領

域 に置 き直 して 考 え る こ とが で きる と思 わ れ る 。 つ ま り， 非行サ ブカ ル チ ャ
ー

に 親

和的で非行キ ャ リア を持つ
， 非行 をい か に も起 こ しそ うな子 とそ うで な い 「普通の

子 」の境界が 曖昧 に な っ て い る と い うこ とで あ る 。 先 の 新聞記事 に 「き っ と自分た

ち とそ う違わ な い 育 て方 を した んだろ う と思 う。 だか ら不安 に な る」 とあ る よ うに ，

「普通 の 子 」に よる犯 罪 の 多発 が人 々の 不 安の 種 とな っ て い る とい え るだ ろ う
ω

。

　「普通の 子 」の 犯罪の 多発 に よ る不安の 創 出 と い う理 解 は説得力 もあ り ， また重要

な知見で ある と考え る 。 しか し， 少年犯罪に つ い て人 々 が 抱 く不 安 を考え る際 ， 2004

年の 佐世保で 起 きた事件に お け る ， 次の よ うな 関係者の コ メ ン トが あ っ た こ とを考

えな けれ ばな らない 。

　「中学校の PTA 関係者 は振 り返 る 。 『当時は マ ス コ ミか ら子 ども を守 ろ う と懸

命だ っ た 。 で もわ れわ れ もな ぜ事件が 起 きた の か 知 りた か っ た。明 らか な矛 盾 だ

が
， 事 件 の こ と はす べ て 新聞や テ レ ビで 知 っ た の も事実 だ』」 （『長崎新聞』2004．

7．2．朝刊 「閉 ざ され る情報　教 育界 も立 ち入 れ ず」）

　私た ち は少年犯罪 の 具体的な情報を ど こ か ら手 に し ， 不 安 を抱 くに 至 るの だ ろ う

か 。 私た ちの 多 くは ， 少 年犯 罪 を直 接 目の 当 た りに して い るわ けで も ， また 少年犯

罪に 関す る 白書や統計 に精通 して い るわ けで もお そ ら くな い
。 先 に挙げた内閣府調

査に お い て も ， 治安 へ の 関心 の き っ か けの 最上 位に 「テ レ ビ ・ 新聞」 （83．9％）が挙

げ られ て い た よ うに ， 私た ち は ， 少年犯罪 に関 す る情報 を新聞や テ レ ビ な どの マ ス

メデ ィ アか ら得てい る場 合が多い とい える
（5｝

。 藤竹 （1968
， pp．23

−24）に よれ ば ， 「人

間 と彼が行動 を要求 され て い る環境世界 ， す な わ ち現実環境 との 間に は ， 現代 に お

い て は ， 膨大 な象徴化 され た環境 ， すなわ ち擬似環境が挿入 され て い る 。 そ して ，

人 間は擬似環 境 を手 が か りに して ， それ を通 して ， 現実環境 へ と適応 の行動 を行 う」

とい う。 「不 安 を抱 く」とい う こ とは明確 な 「行動」で はな い が ，
マ ス メ デ ィ ア を中

心 に情報 を手 に入 れ る私た ちが 少年犯罪 に つ い て 不安 を抱 くとす る な ら， そ の よ う

な状況 の定義づ けを構成し ， 私た ち の イ メ ージを形成す る媒介 とな る擬似環境 に っ

い て ， 詳細 に検討が な され る こ とが 何 よ り肝要 だ ろ う 。

　 しか し，
マ ス メ デ ィ ア に お ける少年犯罪報道 に つ い て の これ まで の 研究 は ， そ の
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「凶 悪化」等に 関す る報道 の傾 向に触れ た もの が中心的 だ っ た 。 そ うした もの に ， 犯

罪社会学 に お け る構築主義の ア プ ロ ーチ を展開 し ， 明治期 まで資料 を遡 っ て検討 し

て い る鮎川 （2001）， 犯罪 に 関す る凶悪 イメ ージ の社会的構成を論 じる大庭 （1990，

2001）な ど の 議論が ある 。 これ らの 知見 は ， 近年 の 「凶悪 化」論 に 関 して述べ られ

た もの で
， 着 目す る対象 は 「凶悪化」 に つ い て 言及 した ， 白書等の 統計 を引用 した

新聞や雑 誌の 記 事が 中心 で あ っ た 。 先 に挙 げた 「長崎新 聞』の 記事 に もあ る よ うに ，

人 々 が まず関心 を抱 く対象 とな り，
そ れ ゆ え人々 の 印象 に残 る具体的な事件報道 に

つ い て はあ ま り取 り上 げ られ る こ とが なか っ た の で ある 。

　
一

方 ， 具体的な事件報道の 動向 に着目 した もの は これ まで あま り多 くは な い
。 1993

年に 山形 で 起 きた 事件 を題材 と し ， そ の 事件 の 語 られ 方 に 着 目す る北 澤 と片 桐

（2002）， 2000年に 岡山で 起 きた事件 を題材 と して ， 岡山 と東京 にお ける語 られ方 に

着 目する伊奈 （2003）， 少年犯罪報道 の 通時的な整理 を行 う長安 （2003）や 広田 （2003）

な どに留 ま る。 また長安 と広田 の知 見 は通 時的な整理 と い っ て も， そ の 際集 め られ

た資料 は必ず し も網 羅的 とはい えず ， また その分析 は定性的な特性 に留 ま る もの で

あっ た 。 本稿 で は ，
マ ス メ デ ィ ア に お ける少 年犯罪報道 の具体的な あ り方の 変遷 を ，

よ り網羅 的 に収集 し ， 擬似環境 に お け る不安が 抱か れ る よ うな徴候 を定量 的 ， 定性

的な観点の双 方 か ら導 出 して い くこ と を目的 とす る 。

3 ．　 調 査 対象 お よび 資料 の 選 出 につ い て

3．1． 調査対象お よ び資料の 選 出 につ い て

　本稿 に お ける検討 の素材 とす る の は ， 『朝 日新聞』に お け る戦後 （1945年 8月15日

〜 2005年 9 月 まで ）の少年事件の 記事で あ る 。 新聞を対 象 としたの は ， テ レ ビや雑

誌等の 他 メ デ ィ ア に 比較 して ， 通時的 に多 くの 資料 を収集す る こ とが最も容易な こ

とに ある 。 また ， 『朝 日新聞』を対 象 と した理 由は同様に ， 他紙に比 して ， データ ベ

ース の 充実 に よ る資料の 検索が 最 も容易か つ 迅速 に 行 え る こ とに よる。

3．2． 資料の 選 出

　 しか し ， 『朝 日新 聞』に対象を絞 っ て も， 少年が起 こ した犯 罪 を取 り上 げた記事 は

数万件 にの ぼ る と推定 され るた め ， そ れ らを全 て 網羅す る こ とは実際的 に不 可能 で

ある 。 そ こで ， 調査 の遂行可能性の た め に収集 する記事 を絞 る こ と とし ， その 際 よ

り私た ち が接す る 可能性が 高 い 報道 ，
つ ま り注 目度の 高 い 犯罪 を取 り上 げる とい う

観点か ら ， 少年 に よ る 「殺人事件」 に絞 っ て記事 を収集す る こ とに す る 。

132

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 少年犯罪報道に見る 「不安」

　少年に よる殺人事件 に関す る記事の 選定 に つ い て は，
1999年以 前に 関して は 『朝

日新聞戦後見 出しデータ ベ ース　 1945−1999』 を利用 した 。 デ ータ ベ ー
ス に お い て ，

大項 目 「社会 」， 中項 目 「犯 罪」， 小 項 目 「殺人 」 に分類 され た22，322件 の記事 の う

ちか ら， 少年 に よ る事件 と判断で き る， 584の 事件 に 関す る1557件の 記事 を抽 出 し

た 。 2000年以 後 は直接 『朝 日新聞』の 縮刷版 に あた り， 大項 目 「社会 1， 中項 目 「犯

罪 」， 小項 目 「殺人 」 に 分類 され る記事群か ら ， 同様 に 少年 に よ る事件 と判 断 で き

る ， 82の事件 に 関す る611の 記 事を収集した 。 少年に よ る事件 とす る判断基 準は ， 「少

年」「少女 」「生 徒」 「児童」 「小 学生 」「中学生 」「高校生 」「大学生 」「小 1 ， 小 2 …

小 6」「中 1 …中 3」「高 1…高 3」「10歳 ， 11歳…19歳」「10代」の い ずれ か を見 出

しに含 む記事 を抽出 し ， 抽 出した事件 と同事件 だが ， 見出 しに 「少年」等 の 言葉 が

含 まれ て い な い 記事 を加 え る とい う方法 を とっ た 。 上 記の 選定基準か ら抽 出 され た ，

666の事件に 関す る2168件の 記 事が本稿で の検討素材 とな る。次節で は ， 近年の傾向

に 重点 を置 きなが ら， 少年犯罪報道の通時的傾向を記述 して い く。

4 ． 調査結 果 　　近 年 の 傾 向の 検 討

4，1． 少年犯 罪報道 の 量的 傾 向

　近年の 少年犯罪報道 の傾 向 と して ， 最 も顕著 で ある の は ， そ の 報道量の 増大で あ

る 。 図 1 は戦後 に お ける 少年の ， 殺人 に よる検挙者数 と， 少年の 殺人事件 と して 報

道 さ れ た 記事数 をそ れ ぞれ 年次毎に 整理 した もの で あ る 。 こ こか ら分か る の は ， 殺

人 に よ る検挙 者 数 は 1950年代 と 1960年代 を ピ ー
ク と し て （平均 して 年 間350人 前

後）， 1970年代以降 は低水準 で 推移 し続 けて い る （平均 100人前後）に もか か わ らず ，

殺人事件 の報 道が近 年か つ て な い ほ ど高 い 水準 で 推移 して い る と い うこ とで ある 。

これ は特に 1997年以 降， 具体的 に は神戸で 起 き た 児童連続殺傷事件以降の 傾 向で あ

る 。 また
，

こ うした傾 向は殺人事件 に 限 られた傾 向で はな く， 「少年犯罪」や 「非行」

に関する記事全体が ， 1997年 を境 目 として 増大 して い る
（6）

。

　次 に
， 表 1 は図 1 の 内容 を含 む ， 報道の 量的傾 向に つ い て 10年毎 に整理 した もの

で ある 。 表 1 か ら加 え られ る知見 は
， 近年 は 「報道 さ れ た 事件数」が 1960年代 まで

に比 べ て 少な い に もか か わ らず ， 「記事総数」が多 くな っ て い る と い うこ とで ある 。

報道 さ れた 事件 の 数 は ， 実 際 に 多 くの 事件が 起 こ っ た 1960年代が 最 も多 く （187事

件）， その 結果記事 の 総数 も多 くな っ て い る （578件）。 しか し
， 近年 は報道 さ れた 事

件の 数 は60年代 に比 べ れ ば少 ない に もか か わ らず （1990年代 は 97事件， 2000年代 は

5年半で80事件）， 記事 の総数 は 1960年代 に迫 る ， あ るい はそれ以上 の数で ある （1990
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表 1 検 挙者数 と報道 され た事件 ， 記事数の 比較

1940−50s1960s1970s1980s1990s200  
一
〇5 総計

殺 人 に よ る検挙 者 数 4937 3615 1149 833 862 45511851

報道 され た 事件数 109 187 85 1 6 97 8  666

記事総数 ］66 578 132 224 456 611 2168

1 事件毎 の 平 均 記事 数 1．52 3．09 1．55 2．11 4．70 7．64 3．26

2 回以 上 扱 わ れ た 事件数

（全 事件 に 占め る割合）

　 　 　13

（IL9 ％ ）

　 　 　 28

（15．0％ ）

　 　 　19

（22．4％ ）

　 　 　 25

（23．6％ ）

　 　 　17

（17，5％ ）

　 　 　43

（53．8％ ）

　 　 145

（21．8％ ）

年代 は 456件 。 だが 97年の 神戸事件以 降の み に 絞 る と24事件で 381件で あ る。 また2000

年代 は 5 年半 で 611件）。 これ は ， 注 目を集 め る事件の 多発 に よ っ て ， 事件 1件 あた

りの 記事数の平均値が増 えて い る と い うこ と に
一

因が ある （平均 3．26件が ， 2000年

代で は 7．64件）。
だ が それだ けで は な く，

2 回以上 扱われ て い る事件の 割合が近年増

えて お り， 特定 の事件 に よ っ て記事 数が増 えて い る と い う傾 向だ けで な く， 個々 の

事件が 何度 も扱わ れ るよ うに な っ て い る と い う傾向 に もよ っ て い る （2 回以上事件

が 取 り上 げ られ る確率の 全体平均 は 21．8％だ が
，
2000年代 は 53．8％）

〔8）
。 また ， 扱わ

れ る回数が 増 える こ と に伴 っ て ， 個 々 の 事件 に っ い て 扱わ れ る期 間 も また 長 くな っ

て い る （表 2参照 ）。

　 これ ら の こ とか ら示 さ れ る の は
， 私た ち は今まで の どの 時代 よ りも少年犯罪 に関

す る報道 に 接 す るよ うな環境 に お か れ て い る と い うこ とで ある 。 事件が 扱わ れ る よ

うに な る比 率，

一
つ の 事件が 取 り上 げられ る回数 ， 期間 は そ れ ぞ れか っ て な い ほ ど

に高 くな っ て い る 。 少年犯罪に つ い て の イメ ー ジ形成 を媒介す る擬似環境の 規模 自

体が ， 近年肥大 して い る と い う こ とが い え る 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少年犯罪報道に見る 「不安」

表 2　 それぞれの時 期の 主な事件 （報道量の 上 位 5件）

問題 の 所在 呼称 年 件数 期間 言及 内容

小松川女高生殺 し 1958359 日
貧困家庭，在 日，職場環境，異常性格，

変質者，二 重人格

京都
・短 銃 強奪 事 件 1966194 日 社会 の ひ ず み，過密世帯，精神異常

社会

1945−1969
連続 ピ ス トル 射殺事件 1969423 日

上京就職少年 ， 都会の 孤独 ， ゆ が ん だ欲

求，軽い 理 由，無意味犯罪

サ レ ジオ 高校首 切 り事 件 1969185 日 異 常で は な い ／異常性格だ

正 寿 ち ゃ ん 誘拐事件 1969333 日
大都会の 魔力，家出少年，中流家庭 へ 不

満，低学歴 ， 劣等感

滋賀
・
中学生 学友殺害 1978149 日 生命軽視，放任 と過保護 ，

い じめ

横浜
・
浮浪者殺傷事件 19831414 日 い じ め の 反 転，集団心 理 ， 幼稚 な 心 理

家庭 と学校

197D−1996
大阪 ・同級生 殺害 事件 1984811 日 い じ め 仕返 し，不 安 を 見抜 け な い 周囲

目黒 ・両親殺害事件 19呂82721 日
家庭 の 期待重 く，バ ッ ド・マ ザ

ー，幼稚，

自己顕示欲

綾瀬
・

コ ン ク リ詰め殺 人 19呂92322 日 放任，暴力団 との 関わ り

神戸 ・連続児童殺傷事件 19972555 ケ 月

ゲーム 世代 ，
ニ ュ

ー
タ ウ ン，学校 へ の 恨

み
， 学校化，思春期の 揺 れ ， 心 の 闇 ， 自

己 の 存在感，行為障害，性障害

「心 の 闇」

1997一

佐賀 ・バ ス ジ ヤ ツ ク事件 20007935 日

ネ ッ トの 影響，親へ の 恨 み，神戸事件 の

影響，い じめ ，変身欲求 と保護願望，入

院中，心 の 闇，障害

岡山 ・バ ッ ト殴打事件 20003342 日 母親を拒否 ，
い じめ，小説風 日記

長 崎 ・幼児殺害事件 2003963 ヶ 月
自己 尊 重 感 ， 幼 稚 さ，情緒不 安定，前兆

行 動，心 の 闇，普通 の 子 の 犯罪

長 崎 ・同級 生 殺害事件 2（1  45730 口 ネ ッ トで トラ ブ ル ，前兆行動，心 の 闇

4．2． 少年犯 罪の 質的傾 向 1 ： 「心 」 へ の 着 目と強 い 非難の まな ざ し

　で は ， その 肥大 した報道 に お け る内容面 ，
つ ま り質的傾向に つ い て は ど うだ ろ う

か 。 五十嵐 （1991） は ， 犯罪報道 と は そ の 「発生1 「捜査 」「裁 判 」 と い う三 つ の 要

素 をめ ぐっ て行わ れ る もの と し ， 特 に 日本で は事件の 「動機」や 「背景 」 を検証 す

る 「捜査 報道」が 中心 的で あ る と して い る 。 こ の 「動機」 と 「背景」に着目し ， 以

下 に整理 を行 う。

　新聞に お け る少年犯罪報道 は ， 動機 と背景の 所在 とい う観点か ら，
三 つ の 時期 に

分 けて整理 す る こ とが 出来 る 。 戦後 か ら1960年代 まで は ， 貧困や差別 ， 都会 へ の 憧

れ と挫折と い っ た ， 「社会」的要因が 背景 と して 報 じ られ る事件が 多 くを占め て い

た 。 しか し1970年代 に 入 る とそ の よ うな観点か ら事件 が語 られ る こ とは な くな り，

代 わ りに 「学校」で の い じめ ， 管理教育 ， 受験戦争や ， 「家庭」で の放任や過保護に
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よ る孤 独感 や抑圧 が 報 じられ る よ うに な る 。
こ うした傾 向 は 1990年代 ， 特に 1997年

の神戸 ・連続児童殺傷事件以 降に再び変容 し ， 事件 の 背景 は社会生活や 家庭 ， 学校

での 人 間関係 とは必 ず し も関係しな い
， 「心の 闇」 と い う言葉 に象徴 され る よ うな ，

少年の 不安定な 「心 」 に よ る もの だ と報 じられ る よ うに な る 。 少年の残 した メ モ 書

きや 日記 ， ホ ーム ペ ージへ の 書 き込 み ， 趣味等か ら少年の 「心 」を解 き明か して い

くような報道が 多 く見 られ る よう に な っ て い る 。 三 つ の 時期 に お ける事件の 主 なも

の （報道量上 位 5件）を示 した の が表 2 で ある
（9｝

。

　少年の 「心 」に 着 目す る近 年の あ り方
 

に関連 して ， 少年犯罪報道 に お い て これ ま

で に 見 る こ と の で きなか っ た傾向が 現 れて い る 。 以下で は特 に顕著で ある傾向 を二

つ 取 り上 げる 。 そ の ひ とつ は ， 加害少年及び事件 へ の 責任 を持つ 人 々 へ 強い 調 子 で

非難が な され るよ うに な っ た こ とで あ る 。 これ は事件 の 猟奇性や 無差別性 と い う「事

実」
ω

と関係す る こ とで もあ る が ， 少 年の 「心 」に注 目が 集 ま る こ とで 現 れ た 傾向で

あ る とい うこ とが で きる 。

　それ はなぜか 。 か つ て 「社会」的要 因が事件 の 動機や 背景 と し て 語 られ る と き ，

っ ま り社会的不利 ， 苦 しい 生活環境 が原因 と して語 られ る と き ， 加害少年は加害者

で あ る と同時に その よ うな状況 に追 い 込 まれ た被害者 で あ る と もされ ， 同情 を寄せ

られ る面 が あ っ た 。
こ れ は ， 「家庭 」や 「学校」を背景 と して 報じ られ る場合 も同様

で ， 生活苦等の 理 由に よ っ て で は な くと も， 学校で の 管理教育 ， 受験戦争，
い じめ

の 被害者 として ， ある い は 家庭で の 放任や過保護 の被害者 として ， や は り加害少年

に は同情 され る 面が あ っ た 。 しか し近年で は 「心 の 闇」 と い う言葉 に 象徴 され る よ

うに ， 加害少年の 悪意や不可解 さ に焦点が 当て られ ， 集中的 に 報 じられ る こ とで ，

加害少年 を同情 の ま な ざ し の も とで 語 る よ うな記事 は少 な くな っ て きて い る
〔12）

。

　 こ の ように加害少年か ら被害者性が 薄れて い き ， 純粋 な加害者 ，
つ ま り純粋な 悪

と して加害少年が報 じ られ る こ とに 伴 っ て，その 非難の 声はか つ て な い ほ ど強 い も

の に な っ て い る 。 この とき同時に ， 事件に 責任 を持 つ と して親や教 師た ち もまたか

つ て な い ほ ど強 く， 厳 しい 非難 を受 け る よ うに な っ て い る とい う もの が近 年の
一

つ

めの 傾向で ある
〔13）

。

4．3． 質的傾 向 2 ： 「心 」 へ の 着 目 と 「普通の 振 る舞 い 」の 問題化

　「心」へ の 着 目に 伴 っ て現 れた も うひ とつ の 傾向 は ，
こ れ は被害 へ の不安 よ りも加

害 へ の不 安 に特化 した もの だが ， 事件 に お ける責任の 所在 と対処法 の変容で あ る 。

1960年代 まで の 責任 の 所在は 「社会」 に あ り， その 対処 は ， 少年工 員の 労働環境改
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善 や 上 京就職少年の 福祉向上 ， 孤児院の 環境 改 善 な ど ， 社会環 境 の改善 を も っ て な

さ れ る べ きだ と論 じ られ て い た 。

　 1970年代以 降， 「家庭」 と 「学校」を背景 と した 「普通 の 子」の 突発 的 と もい え る

犯罪が 報道の 中心 を占め る こ とで ， 親や学校 関係者 は事件 を起 こ した責任 と対処法

を 自らの 問題 と して 引 き受 けな けれ ば な らな くな っ た 。 しか し こ の 時期 ， 親や 教師

がな すべ き対処法 は次の よ うに 語 られて い た 。

　「こ うい う事件 をな くす に は ， 学校や家庭が子 ど もた ち を注意深 く見守 り， 悪 い

こ とをした らビシ ッ と しか りつ けて ， 早 い うち に 暴力 の 芽 を つ む こ とが 必要だ と

思 う」（記事 「『周囲の 注意』望む 声」 19802 ．4朝刊）

　「中学生 はか ら だ は 大 き くて も未熟 な点が 多 い の だ か ら ， 親 が彼 らの 行動 に は十

分す ぎるほ ど目を光 らす べ きだ と思 うん で す 。 ／親か 先生 が 声を か けて い れ ば ， 暴

行事件が 明る み に 出て
，

こ ん な大事に 至 らずに すんだ はずで す よね 。 ／まわ りで し

っ か り見守 っ てや れ ば非行 は防げるの で は
…

」 （記事「細 か に わ が子観察 を　 け じ

めだ けは教 えた い 」 1978．3．30朝刊）

　「少年に と っ て は ， 大人 か ら羽交 い 締 め に さ れ て い る よ うな息苦 しさ に耐 え られ

ず，
っ い に暴発 した と も考 え られ る 。

一
般的 に は ，

い まの 子 は周囲 に対 して だ け

で は な く， 自分 自身に対 して も明 る く振 る舞 う。 そ ん な 中で ， 苦 しさが つ の っ て

い っ た の で は ない で し ょ うか 」 （記事 「息苦 し さ が 引 き金 ？」 1988．7．9．朝刊）

　この 時期 の対処法 は ， 家庭が 放任 して い るよ うな らち ゃ ん とか ま っ て あげる こ と ，

ビ シ ッ と し つ ける こ と ， 子 ど もが 息苦 し さ を抱え て い る よ うな ら ち ょ っ と考 えて あ

げ る こ と
，

と い っ た よ うに ， 事件 に つ い て 解説 と提言 を行 う専門家の コ メ ン トで す

ら
一

般論 と大 き な変 わ りの な い もの だ っ た
CIO

。 そ して こ の と き ， 「し つ け」や 「教育」

と い っ た 言葉 に つ い て ， そ の 内容が 深 く考え直 され る こ とは なか っ た 。

　しか し1997年以降 ， こ うした傾 向に は変化が 見 られ る よ うに な っ た 。 近年の 専門

家 に よる コ メ ン トは 次の よ うで ある 。

　「思春期 と い うの は感情が動揺す る し， 自我同
一

性 も不安定 に な る 。 ／今回 の 事

件 は ， 非常 に 強い 攻撃衝動 を コ ン トロ
ール す る力が な くな っ て い る よ うに み え る」

（記事 「攻撃衝動抑 え る力失 う　 人 の 痛み 知 る体験 欠如」 1997 ．6．29．朝刊）

　「対人 関係 の 発達 障害が ある と ， 幼 い こ ろか ら空 想癖 が 強い 。 最初 は童話的 で
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も， 思 春期 に い じめ な どに遭 っ て 劣 等感が深 ま る と ， 空 想が殺人 な ど残虐性 を帯

び ， 計画性 も高 くなる」（記事「人 間関係作れ ず， 妄想か ら犯罪 へ （17歳 の 落差　緊

急報告　下）」2000．5，8．朝刊）

　「自分で 自分 を大切 に す る 『自己尊重感』を高 め る こ とが で きな い 子 どもは問題

を抱 えや す い 。 今後は ， 少年を取 り巻 く環境 に 自己尊重感 を傷つ ける事態が なか

っ たか ， 背景 に十分迫 る こ とが重 要だ」 （記事 「悪 へ の 無 自覚突 出 した 形で （精神

科医， 教育者らの 話）」 2003．7．10．朝刊）

　識者の コ メ ン トは ，

一
般的な見方で は もは や な くな り， 発達段階 と い う観点か ら，

あ る い は 特定の 診 断名 ， 心理 学的用語か らの 発言が 中心 的に な っ て い る 。 それ ぞれ

の 時期 に つ い て ， 識者の コ メ ン トをその 専門分野 ご とに整理 し た もの が 表 3 だ が
，

こ こ か らは近 年識者 の発言が全 体的に増 えて い る こ とが分か る （29→ 36→ 67）。 どの

時代 にお い て も多 い の は ， 心理 学的観点か ら コ メ ン トす る 「心 理 学者」
〔15＞

で あ るが
，

その 内容は今述 べ た ように近 年 よ り専門化す る傾 向 に あ る 。 特に
， 臨床心理 を専門

とす る人々 か らの 専門的言及が 近年の 識者 コ メ ン トの 中心 に な っ て い る 。

表 3　 それぞれの 時 期の 識者 コ メ ン トの整理

発言数 心理学 教育学
教育現場

か らの 声
評論家 作家 警察司 法 社 会学 そ の 他

15 1 0 1 2 5 1 4
1945−1969 2948

．4％ 3．2％   ％ 3．2％ 6．5％ 16．1％ 3．2％ 12．9％

17 3 7 3 1 3 1 1
197  1997 3647

．2％ 8 ．3％ 19．4％ 8．3％ 2．8％ 8．3％ 2．8％ 2．8％

29 2 2 6 5 5 9 9
1997一 6743

．3％ 3 ．0％ 3．0％ 9，  ％ 7，5％ 7．5％ 13，4％ 13．4％

　心理学 や精神 医学の 専門用語か らそ の対処法 が 言及 され る とき ， か つ て 当然 の よ

うに 用い られ て い た 「しつ け」「教育」 とい っ た言 葉 は ， 専門的 な観 点か ら捉 え ら

れ ， 考 え直 さ れ る こ と に な る 。 こ うして
，

こ れ まで 疑う こ との なか っ た普通の しつ

けや普通 の接 し方が
， 「自己尊重感 は高め られ て い るか ？」と い っ た観点か ら， 反省

され る対象 に な っ て い るの で あ る。

　これ は 対象や 領域 の 問題だ けで な く， 心 理 学的用語の 用法の 変容 を意味 して い る

と考 え られ る 。 これ まで心 理学 的用語 は ， 宮台 （宮台　1997， pp，　iv−vi ）が述 べ る

よ うに
， 加害 者の異 常性 を専門的観点か ら言及 し ， ラベ ル を貼 る こ と に よ っ て 自分

た ち とは 違 う存在で あ る とみ な す 「切 断操作 」の 機能を果た して い た 。 貼 られ る ラ
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ベ ル
，

っ ま り用 い られ る用語 は 1960年代 か ら197  年代あた りまで は 「ノ イ ロ ーゼ」

「神経衰弱」 「て ん か ん 」 と い っ た もの で あ っ た 。 1980年代 に こ う した ラ ベ リン グの

傾 向は 『朝 日新聞』上 で は ほ ぼ 見 られ な くな るが ， 1997年以 降 ， 異 な っ た用 語 に よ

っ て 再び多 くな され る よ うに な る 。 近年用 い られ る の は 「発 達障害」「人格障害」

「ADHD （注意欠陥多動性障害）」「ア ス ペ ル ガ ー症候群」な どの 用語 で ある 。 近年 の

用い られ方 と して特異 な の は ， 従来 の 「切断操作」の 機能に留 ま らな い 作用 を持 っ

て い る 点で あ る。
つ ま りこ れ らの 言葉 は， 加害少年を心理学的用語 に よ っ て ラ ベ リ

ン グ し ， 異常者 として 「切断」す る だ けで な く， 「あな た の 子 どもは大丈夫で すか ？」

と い うか た ちで ， 子 どもを持つ ， ある い は子 どもに 関わ る人 々 に 反省的 に 問い か け

る の で ある 。
こ の とき， 「切 断」され るの は加害少年だ けで はな く， 加害者に な る可

能性が ある 自分 の 子 ， そ して それ を生み 出す か も しれ な い 自分 自身で もあ る。近年

の 心理学的用語 の 用法 は ，
ニ ュ

ー ス を消費す る人々 に と っ て は カ タル シ ス を生 むか

もしれな い が ， 少年 に 実際 に 関わ る人 々 に と っ て は 自分 自身が 「切断」され た と感

じる よ うな作用 を果た して い るの で は な い だ ろ うか 。

5
． 考察

　こ こ まで ， 少年 に よる具体的な事件に つ い て の 新聞報道 とい う擬似環境 の
一一
部 を

素材 に して ， 通時的に 検討 を行 っ て きた 。 そ の 結果 ， 近 年の傾 向 として 報道量 の増

加 とい う定量 的な傾 向に加 え ， 「心」へ の 注 目に伴 う， 加 害少年お よ び親 ， 教師 へ の

非難 の まなざ しの強 ま り， また こ れ まで 所与だ っ た 「普通の しつ け」 に専門的言及

が な さ れ る こ とに よ る問題化 ， 心 理 学的用語 の 用法の変化 と い う定性的な特徴 を抽

出した 。

　 こ うした傾向 は， 人 々 に 抱か れ る不安 とい う感情 と ど の よ うに 関係す る と考 え ら

れ るだ ろ うか 。 2 で は 「普通の 子」 に よる犯罪の 増加 を包括的な理 解の 枠組 として

提示 したが ， 本稿 で の 知見 は こ の 既存 の 理解 とは矛 盾せ ず， そ れ を擬似環境 と い う

観点か ら迂 回 して理解 し， 補足す る もの だ と考え られ る 。 近年の 不安の 背景 として

提示 され て い た 「普通 の 子」の 犯罪 とい う傾 向 は ， 擬似環境 の レ ベ ル で は既 に ， 「家

庭」 と 「学校」 で 事件が 起 き る と され た 1970年代以 来 の傾 向で あ っ た 。 に もか か わ

らず 当時は不 安が 表出す る こ とは な か っ た 。 先に述 べ た よ うに 私た ち は擬似環境 を

通 して 少年犯罪の イ メー ジを形成 して い る こ とを考え る と ， 近年 の不安感 の 増大 は ，

「普通の 子」の 犯罪を知 る こ と に な る 少年犯罪報道 の 量 的拡大，
つ ま り擬似環境が肥

大 した こ とに よる認識の産物だ と考 え る こ とが よ り妥当で は な い だ ろ うか 。
つ ま り
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こ こ に は ， 「普通 の 子 」に よ る事件の 前面化 と ， そ う した報道空 間の 肥大 と い う二 段

構 えの 構造 が ある の で ある 。

　 また ， 報道 の 内容 に つ い て も同様の 二 段構 えの 構造が ある 。 「普通の子 」の 「心 」

へ の注 目に よ っ て ，
こ れ まで に気に留め られ なか っ た 微細 な振 る舞い が 反省の 対象

とな り， 自らの あ り方が問い 直 され るよ うに な る こ とと不安の 関係 は
， ギデン ズ の

指摘 か ら理解 で き る 。 つ ま り，
モ ダニ テ ィ にお け る専門家 シ ス テム が 日常生活 に お

い て 当た り前 だっ た こ とを切 り崩す 「脱埋 め込 み メ カ ニ ズム 」 と して 作用す る こ と

で生 まれ る 「（存在論 的）不 安」で あ る （Giddens訳 書　1993
， 訳書　2005）。

マ ス メ

デ ィ ア 上 で コ メ ン トを行 う 「心 理学者」た ち が ロ
ーズ （Rose ，

19．　99
，
　p．125）の述べ

る よ うな， 自 らの 事業拡大 の ため に 自らの 価値観 を普及 させ よ う とす る 「道徳事業

家」で ない とすれ ば，彼 らは 当然 ， 目の 前の 問題 に対処す る知見 を提供し よ う とい

う職業的使命や善意の も とに ， メ デ ィ ア に お け る 発言 を行 っ て い るは ずで あ る。 し

か し ， に もか かわ らずギデ ン ズが述 べ た よ うな脱埋 め 込 み の 作用 を こ こ に 見 出す こ

とがで き る とすれ ば ，
こ こに は 「心理 主 義」 （森　2000）的な見方が 根本的に抱えて

い る難 しさ，
つ ま り心理学者の知見 自体が不安 の 温床 とな っ て しま う と い う逆 説的

な困難が あ る。

　この 「心 理主 義」の 逆説 に よっ て 日々 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 反省の対象 とな る

こ とに加 え ， その コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン の先 に 巨大 な管理責任が リン ク され る とい う

二 段構 えの か た ちで ， 親 をは じめ と した少年に 関わ る人 々 は不安 を喚起 され て い る 。

肥大 し た 報道 に お け る 「心 」 とい う不可視で 曖昧 な 領域 へ の 着目と
，

か つ て な い ほ

ど に 明確で 厳 しい 責任追及 の声 と い う異な る言説が 節合 され る とこ ろ に人 々 の 今 日

の 不安 は生 まれ て い る と考 え られ る 。

　しか し ， 「心 」へ の 着目と厳 し い 責任追及 と い う言説の節合は必ずし も自明な もの

で はな い
。 加害少年 の 「心」， 内的 な器質に 事件の原 因が あ る とす る見 方 と， その よ

うな加害少年の 管理 責任 を問 うか た ちで 親や学校 が非難 され る とい う見方 は ， 宮台

ら （宮台 ・ 宮崎　2002， pp．148
−149）が述 べ る よ うに論理 的に は相容れな い

， 矛盾

した もの で あ る 。 また ， 報道が 重ね られ て もなか な か その 真相に た ど り着けな い 「心

の闇」 を理 解する と い う課題 は 非常 に 困難 な もの で あ るはずで あ る 。 に もか か わ ら

ず ， 不可 視 な 「心 」 へ の着 目とそ の 管理責任の 追及 と い う ， 冷静に見れ ば矛盾 した ，

あ りそ うに ない 言説 の 節合 が一
見 自然 な ものの よ うに な され て い る と こ ろに今 日の

少年犯罪 へ の 不安の 温床が ある と考 え られ る 。

　本稿 で 提出 した の は ， あ くまで も少年犯罪に 関す る不安 を形成す る よ うな徴候 の
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抽出 に過 ぎず， 各徴候 と不安 の 間 に は考察 した こ と以上 の 明確な因果関係が 導出さ

れ るわ けで は な い
。 ま た

， 検討 の素材 も 『朝 日新聞』 と い う一
メ デ ィ ア で あ り， 提

出で きる知見 も限定的な もの で あ り， 今後 よ り
一

層の 検討 を必要 とす る 。 しか しな

が ら， 近 年の 少 年犯 罪報道 に は 明 らか に これ ま で と異 な る ， ある種 の 過剰 さ が伴わ

れ て い る こ と は確か で ある 。 加害少年や親 ， 教師 とい う人 々 に つ い て 過剰 に 語 り，

分析 し ， 非難す る と い う， 他者 を語 る 「技法」 に こそ 私た ち は よ り自覚的で ある べ

きだ ろ う。
この 技法 の 過剰 さ自体 に 「少年」 に対す る不安の

一
因が あ り， そ れ を知

る こ とで こ そ不安は軽減， 解消に 向か い うる の で は な い だ ろ うか 。

〈注〉

（1） 自分や 自分 の 家族が 犯罪に 遭 うか もし れ な い と感 じて い る人 は 78％ ， 少年犯罪

　の 被害 に遭 うか も しれ な い と感 じて い る人 は 81％ ， 5 年前 よ り治安が 悪化 した と

　感 じてい る人 は81％ に の ぼ っ て い る 。 近年の 犯罪傾 向に つ い て人 々 が 抱 くイ メ
ー

　ジ は ， 「凶悪化」 （29％）， 「低年齢化」（23％）， 「衝動 的に な っ て い る」 （17％） と

　続 い て い る （『朝 日新 聞』2004年 1月 27日 「治安 ・安全高 ま る関心 　地域 な どで 自

　衛策　朝 日新 聞社国民 意識調 査」）。

（2） 例 えば2000年11月に行わ れ た埼玉 県の 調査 （n ＝ 271）で は ， 自分や 家族が犯罪

　被害に 遭う と思 っ て い る確率は73． 1 ％ ， 少年 の 凶悪犯罪が心配 と答 えた 人が 29．

　9％ と ， 内閣府 や朝 日新聞の 調査 と同様の 傾向が 見 られ る 。 1998年に 滋賀 ・虎姫町

　で 行われ た ア ン ケ
ー ト （n ＝ 367）で も， 少年に よ る 凶悪犯罪が今後増 え る と危惧

　 した人 は98％ に の ぼ っ て い た。

（3） 他 に も， 雑誌 『AERA 』2003年 8月 4 日 「わが 子 と犯人 ， 結びつ く恐怖 　普通

　の 子 どもの 延長線 に 」な どか ら ， 同様の 加害へ の 不 安傾向を見 る こ とが で き る 。

（4） 土 井 （2003， pp．　37
−45）は近年の 少年犯罪 の 脱集団化傾 向 と暴発化傾向の 関連

　性 を指摘 し ， 「普通の 子」が 「い きな り」起 こ す犯 罪 の増加 に つ い て 示唆的 な知 見

　 を示 して い る 。

（5） 『長崎新聞』に お け る記事で 取 り上 げられ て い た の は，事件 の起 きた学校の 関係

　者で あ る 。 彼 らで す らそ の よ うな状況 で あれ ば， そ うで な い 人々 はや は り， 少年

　事件 に つ い て の 情報 を ，
マ ス メ ディ ア を中心に 得て い る と い える だ ろ う。

（6） 1980年代 まで 遡 っ て記事検索の で きる 『朝 日新聞』『日本経済新聞』 『西 日本新

　 聞』の 3紙 と ， 『大宅壮
一

文庫　雑誌記事索引』に っ い て それ ぞ れ 記事数 を調 べ た

　 と こ ろ ，
い ずれ も1997年を境 に して記事数が 飛躍的に 拡大 して い る 。 『日本経済新
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　聞』 『西 日本新聞』 は 1996年 と1997年の 差 は 2 倍程度だ が ， 『朝 日新 聞』は 3倍 ，

　 『大宅壮
一

文庫　雑誌記事索引』に つ い て は実 に約 7倍で あ る 。 雑誌 に つ い て は近

　年 はや や落 ち 着い た傾 向が あ るが ， 新 聞 3紙 で は この 水準が現在 まで 維持 さ れ て

　 い る 。

（7） 1960年 と1961年 にお ける記事数が多 い
。 こ れ は 1960年 に は社会党 ・浅沼委員長

　刺殺事件が ， 1961年 に は中央公論社長襲撃事件が それ ぞれ起 こ っ たた めで ある 。

　両事件 は少年が犯人で あ っ た が ， 報道の うち 少年 に ス ポ ッ トを当て た もの は 少な

　 く， 多 くは 背後の 愛国党や政治問題 を扱 うもの で あっ た 。 そ の た め
， 実質的 に は

　 1960年 と 1961年 に お け る記事数 は見た 目ほ ど多 い もの で は ない
。

（8＞ 既 に 述 べ て い る よ う に ， 戦後殺人 に よ っ て 検挙 さ れた 少年 は ， 1946年か ら2004

　年の 59年間で の べ 11
，
851人 に の ぼ る 。 しか し

，
11

，
851人の検挙者 に対 して

， 報道

　 され た 事件 の 数 は 666件 に過 ぎな い 。 本稿 に お け る資料収集 の 方法 は 完全 に網羅的

　 で あ る と は い えず ， ま た 収集対象が 『朝 日新聞』 の 東京本社版 の 縮 刷版で ある た

　め限定的な もの で ある が
， 殺人事件で さ え， 報道 さ れ る の は起 こ っ た もの の ほ ん

　の
一
部だ とい うこ と は こ こ か らい え るだ ろ う。 さ らに

， 収集 した 666の 事件 の う

　ち ， 実 に78．2％ に の ぼ る521の事件は， 1度 しか 記事にな っ て い な い 。 逆 に い え

　ば，
21．8％に しか ならない 145の 事件に よ っ て

， 報道 され た 記事数2168件の うち の

　76．0％に の ぼ る1647件が 占め られ て い る （下表参照）。 さ らに ，
10件 以上の報道 が

　あ っ た件は ， 60年間を通 して 30件で あ る。
この 28の事件に関す る記 事数 は1269件

　で
，

60年間の 少年の 殺人事件報道の 実 に 58．6％を 占め る。 私た ち が 知 る少年犯罪

　に つ い て の 情報 とは ，

一
部 しか 報道 され ない 事件 の うち ， さ らに

一
握 りの 事件 の

　報道 か らの もの だ とい えない だ ろ うか 。

表　殺人 事件が 記事 に された回数

報道さ れ た 回 数 1回 2〜 4回 5〜9回 10回以 上

事 件 数 521 91 24 30

割合 （666事件中） 78．2％ 13．7％ 36 ％ 4．5％

記事数 521 224 154 1269

割合 （田 68記事中） 24．o％ 10，3％ 7，1％ 58，6％

  　こ の表 に つ い て は ，
1945年か ら1969年の 事件 として ，

1960年の社 会党 ・
浅沼 委

　員長刺殺事件 と ， 1961年の 中央公論社長嶋中氏 襲撃事件が それ ぞれ 129件 と81件 の

　記事 に よ っ て報 じ られ て い るが ， 先 に述 べ た よ うに両事件 は少年事件 とい うよ り

　はむ しろ政治問題 と して論 じ られ る と こ ろ が 多 く，
こ こ で は除外 した 。 また

， 当
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　の 事件 と別 の事件 へ の 関与や 「あれ か ら一年」 と い うか た ちで な さ れた 報道は こ

　 こ で は 期間 と して 含め て は い な い
。

  　近年の事件 は ， い ずれ も少年少女の 「心の 闇」 が事件 の 中心 として 理 解され て

　い る 。 しか し ，
こ れ を額面通 りに 受け取 っ て ， 少年達の 「心」に 異変が 起 こ っ て

　い る と して 理解 す べ き だ ろ うか 。 確か に その よ うな主張 も多 くあ り， 説得力あ る

　議論を展開 して い る もの もある 。 しか し ， 先 に藤竹の 知見 を引用 して 述べ た よ う

　に ， 私 たち は擬似環境 を媒 介に して ， 現実環境 の
一

部 を つ か み とっ て い る に 過 ぎ

　な い
。 また ， リ ッ プ マ ン （Lippmann ，

1922＝1987）以 来 の ニ ュ
ース 社会学に お け

　る多 くの 研 究 （藤竹 1978， McCombs 　et　al ．訳 書 1994， 大 石 ・岩 田 ・藤 田

　2000， Tuchman 訳書　1991な ど）が明 らか に して い る よ うに ， 擬似環境 を構成す

　る ニ ュ
ース も また 事実の 客観的反映で は あ りえな い

。
ニ ュ

ース ・ ソ
ース （こ れ 自

　体 も また既 に取 捨選択 の 作用 が 働い て い るの だ が） を取捨選択 し ， 時系列 的に配

　列 し， その 状況 と背景 を整理 し ， 見出 し に要約 す る と い うニ ュ
ース 制作過程に お

　い て は ， 不可避 的に ニ ュ
ー ス 制作者が持 つ 何 らか の価値観の バ イア ス が か か る。

　私た ち は こ の バ イ アス の か か っ た 情報 し か 基本 的に は受 け取 る こ とは出 来ず ， ま

　た事件 の真偽 を 「実際 に 」 確か め る こ と も出来 な い
。 そ の た め ， 報道の 傾向か ら

　「実態」に つ い て 言及す る こ と は慎重を期す必要が ある 。 報道の 傾向か らい え る こ

　 とは ， 事件 の 真偽 とい う よ りも ， 少年犯罪 を理解 する あ り方が 「心」 を中心 と し

　て 現在形成 され る よ うに な っ た とい う こ とで はな い だ ろ うか 。

（ID ただ し， 北澤 と片桐 （2002，
　 pp ．26−33）が述 べ る ように

， 残虐 な事件が起 きた

　 とい う 「事実」もまた ， 「客観 的事実」と単純 に考 え る こ と はで きない
。 残虐 な事

　件が起 きて も ， その 詳細が 描かれ な い まま報 じ られ る ， ある い は報 じ られ な い こ

　 と も多 くあ る か らで あ る 。

  　こ うした 記事の 傾 向に連動 して い るの が ， 少年法改正 （厳罰化） に つ い て の 議

　論 と ， 1990年代 に 注 目を集 め る よ うに な っ て きた 犯罪被害者 へ の 注 目だ と考 え ら

　れ る 。
こ れ らの 議論が 並行 して語 られ る こ と で

， 加害少年か ら被害者 とい う側面

　 は さ らに失わ れ て い くこ とに な る。

  　広田 （2003， pp ．204−211）が述 べ る よ うに ， 1960年代 まで は親の 責任 を問 う声

　自体が そ もそ もな か っ た 。 しか し1970年代以降 そ うした見方が現れ ， 近年で は 1997

　年 の神戸で の 事件 ， 2000年に起 きた
一

連 の 「17歳 の殺人」， 2003年 と2004年 に長崎

　 で 起 き た事件 な ど， 近 年話題 を集めた事件の い ずれ も， 親や 教師の 責任 が大 きな

　 問題 と され て い る 。
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aの 小 城 （2004， pp．56−58） の 整 理 に よれ ば ，
ニ ュ

ース に お け る識 者 コ メ ン トは ，

　  事件 の解説機能，   不安 低減機能 （不安 を緩和 す る提言），   自衛促進機能 （防

　犯 な どの組織的取 り組み に つ い て の 提言），   その 他 （事件か ら派生 した諸問題に

　つ い て の コ メ ン ト） の 機能 を持 ち ，

一
般人 に対 す る  説得効果 と，   マ ス メデ ィ

　 ア に よる権威づ け （識者 とマ ス メ デ ィ ア 双 方 の ） とい う影 響力 を持 つ とい う。

  　こ こ で は ， 心 理学 ， 社会心理 学 ， 発達心理学 ， 臨床心 理学等を専門 とす る人 々 か

　 ら ， 精神科医 ， カ ウ ン セ ラー
等 まで ， 広 く「心 」を専門 とす る人 々 を意味 して い る 。
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ABSTRACT

     The  Symptom  of  
`Uneasiness'

 in Newspaper  Reporting

    on  Juvenile Crime: Seen from  Reports in Asahi  Shimbun

                           MAKINO,  Tomokazu

(Graduate School of  Education, University of  Waseda)

                                 188-OOII Japan

                  Email: voldenuit@ruri.waseda.jp

The  purpose of  this study  is to examine  the feelings of  
"uneasiness"

 that have

become  the dominant  image  where  we  consider  the issue of  juvenile crime,  and

which  became the driving force for the enactment  of  various  ordinances.  The

material  used  for this examination  is reperts  of  the juvenile crimes  in the pseudo
-environment

 that mediates  the holding of  this image, that is, in the mass  media.

Concretely, the analysis  and  consideration  were  done  based on  reports  on  juve-
nile  homicides in 

"Asahi

 Shimbun" in the postwar  period. As a  result, the

following tendencies  in recent  years  have  been  extracted  as  a  symptom  that

people  have  come  to feel uneasiness.

1) The  number  of  juveniles arrested  on  charges  of  homicide  in recent  years is low

  compared  with  the peak  in the 1950s and  1960s. However,  newspaper  reports

  on  homicides have  become  much  more  numerous  since  1997. This made  people

  widely  aware  of  crimes  by 
"ordinary

 children,"  and  it appears  that this is

  related  to the uneasiness  people  feel that they  or  their children  might  be

  victims  of  juvenile crime  or  that their child  might  become  an  assailant,

2) In recent  years, the  malicious  nature  and  cruelty  of  assailants  is often  reported

  arong  with  the tendency  to focus on  
"psychological

 problems" <kofeoro no

  yami)  in the articles.  As  a  result,  assailants  and  their parents  and  teachers

  have  been subjected  to criticism  that did not  exist  in the  past.

3) From  the same  focus on  
"psychology,"

 references  to 
"child-rearing"

 and

  
"educational

 methods"  have been made  from a  professional  viewpoint  by

  specialists  in psychology.  As  a  result,  everyday  life, which  was  once  self-

  evident,  has come  under  questioning.  Moreover, the usage  of  psychological

  terms  in recent  years  has been  used  not  only  to label assailants  as  abnormal,

  but also  to make  parents  and  teachers  ;eflexively think, 
"Is

 your  child  OK?"

  It was  thought  that  the rise  of  uneasiness  is related  to these psychological

  references  that destroy the self-evidence  of  everyday  life of  parents  and

  teachers.
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